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あとがき

本研究で、イタリアの北部ボローニャとモデナを中心に障害のある幼児児童生徒の統合教育の現状

と課題について３年間にわたり延べ５回の実地調査を実施し、多くの学校、施設、ASL、大学を訪問し、

多くの関係者と出会い、多くの資料を頂くことができました。イタリアのほんの一部の地域だけでは

あったが、そこで感じたことは、日本がこの20～30年間の間に少しずつ捨ててきた家族のつながりや

スローフード運動に象徴される郷土の文化を育む生活など、グローバリゼーションの大波に気負わず

に対峙してその土地の伝統や文化を大切にする人々の心でした。

今回の調査研究のスタートにおいて、重度障害のある児童生徒の統合教育の現状を知りたいと考え、

たまたま来日していたスウェーデン・モッカシーネン・トレーニングスクールの特殊教育家バルクマ

ン石井さんに何気なく相談しました。そのときご紹介を頂いたのが、石井さんのイタリアで唯一の知

り合いで、今回の調査の中心となったモデナ市で重度障害のある子どもの通所施設アリアンツアを立

ち上げたチロ・ボニーニさんでした。2002年６月最初の調査で、ボニーニさんは、我々を重度障害者

が入所する施設カリタスに案内してくださり、また、モデナ県における統合教育のキーパーソンであ

るキアラ・ブレッシアニーニさんをご紹介して頂きました。ブレッシアニーニさんは、まさに「多様

性の歓待」Accoglienza della diversit の心で我られを迎え、モデナの幼稚園から高校まで、特にà

ひっそりと残っていた聾学校まで、また多様な障害のある子どもから移民まで、モデナの統合教育の

なまの実態を、時には私たちの執拗な質問にいらいらしながらも、教えて頂きました。

ボローニャは、前回の「主要国」の科研からの調査対象でしたが、今回の調査で、イタリアてんか

ん協会代表のジョバンニ・バティスタ・ペッシェさん、サント・オルソラ病院の医師であり臨床心理

士のドレッラ・スカルポーニさんとの出会いはとてもエキサイティングでした。

ボルツアーノのファウスト・コンセルさんとお母様との出会いから、本報告書のために寄稿頂きま

した。

通訳は私たちの調査の大きな力でした。東京大学フィレンツエ研究所の土肥秀行さんからの紹介で、

オペラ歌手を目指す藤井泰子さんにはローマからモデナまで通って頂き、私たちが一番知りたかった

ことを見事に聞き出してくれました。ボローニャ大学政治学部の藤原紀子さんには、初めての通訳の

体験でしたが、４回の調査の通訳として、また多くの資料の翻訳もお願いしました。

この研究で得られた多くの資料以上にイタリアで出会った人々との温かい交流が、私たちの大きな

財産になりました。この場を借りて、我々の調査にご協力を頂いたお一人お一人に厚く感謝を申し上

げます。

多くの資料を十分に吟味しきれず、また消化もしきれず、報告書を作成する時限に追われて、本報

告書にまとめました。本研究で得ることができた貴重な資料をイタリアの障害児教育に関心のある方、

またイタリアの文化に関心のある方と共有し合い、これらを基にしてさらにイタリアの研究が広がる

ことを願います。

研究代表者 石川政孝
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